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令和８年４月３０日（木） 

令和８年度 第１回 船橋市パラスポーツ協議会 ＜資 料＞ 

 

I. 報告 

○報告１ 令和７年度事業報告について 

１. パラスポーツ協議会 （委員１２名） 

（１）開催数  年間３回 

（２）予 算  委員報償費 

→第１回 令和７年５月 ２日（金）開催  １０名出席 

第２回 令和７年８月２８日（木）開催   ９名出席 

  

２. パラスポーツ競技の体験会  

（１）目的 パラスポーツを普及・啓発するため 

（２）種目 ボッチャ等 

 （３）対象 市立小・中・船橋特別支援学校（小中学校の特別支援学級を含む）、 

総合型地域スポーツクラブ、福祉施設・事業所等 

（４）講師 パラスポーツ指導員 

（５）回数 未定 

→ 実施１回   

令和８年１月２１日（水） 

市と包括連携協定を結ぶ「あいおいニッセイ同

和損害保険株式会社」と、市主催デフサッカーの

デフスポーツ講演及び体験授業を実施した。講師

として同社に所属するデフサッカー日本代表ゴー

ルキーパー松元卓巳選手にお越しいただき、７７

名の生徒が参加した。 

 

   アンケート抜粋（船橋市立芝山中学校） 

そう思う        そう思わない  

 ４ ３ ２ １ 

デフスポーツ・デフリンピックの理解が深

まった 
６３人 １２人 １人 １人 

パラスポーツ・デフスポーツについてもっ

と知りたい（学びたい） 
４０人 ２８人 ６人 ３人 
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市が保有する物品等 

（１）体験会での使用や市民への貸出を目的とし、下記物品等を保有 

貸出施設 用具 数量 

運動公園 

ボッチャ一式 １０セット 
レク用ボッチャシート １０枚 
ゴールボール体験用鈴入りドッジボール ３０個 
競技用ゴールボール １個 
シッティングバレーボール体験用ソフトバレーボール １００個 

公民館（中央・東部・

西部・北部・高根台） 

ボッチャ一式 各１セット 
レク用ボッチャシート 各１枚 
サウンドテーブルテニス用卓球台 
（ラケット４本、ボールを含む） 
※東部公民館のみ 

１台 

船橋アリーナ 
サウンドテーブルテニス用卓球台 
（ラケット４本、ボールを含む） 

１台 

ボッチャ一式 ２セット 

（２）令和７年度購入物品 

・公益財団法人千葉県教育振興財団からの助成金でサウンドテーブルテニス用 

卓球台（１台）、専用ラケット（４本）、ネット、ボール（３個入り２箱）を購 

入し、東部公民館にて貸出 

・公益社団法人 24 時間テレビチャリティー委員会よりボッチャセット（２セ 

ット）が寄贈され、船橋アリーナにて貸出 

→令和７年度の貸出実績は【別冊資料１】参照 

 

３. 大会等への協力 

障害者が参加できる大会について、共催・後援等により開催の支援を行う。 

（１）パラリンソフトボール交流大会の共催 

①日程 春季・秋季に開催。年２回。 

②場所 行田運動広場 

③共催 船橋西ロータリークラブ 

→春季大会を４月２０日（日）に開催し、１０３人が参加した。 

秋季大会を１０月１９日（日）に開催し、９３人が参加した。 

ソフトボールの技術や知識の向上が確認でき、参加者や他チームとの交流を図

ることができたと報告があった。 

 

（２）アンプティサッカー東日本リーグの後援 

①日程 １２月２１日（日）開催予定。年１回。 

②場所 タカスポ（高瀬下水処理場上部運動広場） 

③主催 日本アンプティサッカー協会 
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→令和７年１２月２１日（日）に開催し、７９人が参加した。体験会も実施でき、

アンプティサッカーを知ってもらえる良いきっかけとなったと報告があった。 

 

（３）卓球バレー交流大会の共催  

  ①日程 ６月～１０月の期間で７回実施予定 

  ②場所 公民館の講堂等、船橋アリーナ サブアリーナ 

  ③主催 （一社）船橋市ユニバーサルスポーツ協会 

→指導者養成講習会１日、交流大会６日間、中央大会１日を開催し、約７９７人

が参加した。開催にあたっては、千葉県パラスポーツコーディネーター派遣事

業を活用した。【別冊資料２】参照 

 

（４）フライングディスク教室に向けたスタッフ研修会 

  ①日程 令和８年３月２８日（土） 

  ②場所 船橋アリーナ多目的室 

  ③主催 （一社）船橋市ユニバーサルスポーツ協会 

→令和８年度の実施に向けて開催し、計３２名が参加した。開催にあたっては、

千葉県パラスポーツコーディネーター派遣事業を活用した。【別冊資料２】参照 

 

（５）ボッチャ交流大会の共催 

①日程 ７～８月にブロック大会、９月に中央大会を開催する。 

②会場 中部ブロック ７月２７日（日） 高根公民館 

北部ブロック ７月２７日（日） 船橋アリーナ多目的室 

東部ブロック ７月２７日（日） 東部公民館 

西部ブロック ８月１７日（日） 行田中学校 

南部ブロック ８月３１日（金） 浜町公民館 

      中央大会      ９月１５日（日） 船橋アリーナ多目的室 

  ③主催 船橋市スポーツ推進委員協議会 

→船橋市スポーツ推進委員協議会主催で実施した。 

広報・受付開始 ６月１５日（日） 

①ブロック大会 

地区名 日程 会場 
参加 

チーム数 

参加者数

（人） 

中部 ７月２７日（日） 高根公民館 ９ ３０ 

北部 ７月２７日（日） 船橋アリーナ（多目的室） １６ ５７ 

東部 ７月２７日（日） 東部公民館 １０ ３４ 

南部 ８月３１日（日） 浜町公民館 １６ ５２ 

西部 ８月１７日（日） 行田中学校 １３ ４３ 

合計 ６４ ２１６ 
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②中央大会 

９月１５日（日） 船橋アリーナ（多目的室） １５ ４９ 

 

４．障がい者のスポーツ大会参加の促進 

市内で実施されるスポーツ大会について、障がい者が参加しやすい運営を関係団

体に依頼していく。 

→船橋市水泳協会による障がい児を対象とした水泳教室を今年度も実施。 

また、例年周知を行っているマラソン・駅伝大会について、広報ふなばし及び市

ホームページにて、特別支援学校等に周知を行った。 

 

５．パラスポーツ指導員の養成等   

（１）初級パラスポーツ指導員養成講習会を受講 

①対象 船橋市スポーツ推進委員５名まで 

②予算 初級パラスポーツ指導員養成講習会負担金 

（２）ふなばし市民大学校スポーツコミュニケーション学科卒業生の活用 

イベント、体験会等でスポーツボランティアとして活用。 

 →（１）第１回講習会は１名受講、第２回講習会はなし 

（２）（一社）船橋市ユニバーサルスポーツ協会と連携し、卒業生の積極的 

活用を図る。 

 

６．パラスポーツ関係のアスリート等による講演会の開催 

（１）対象 市民（障害のある方もない方も） 

（２）日程 １月１０日（土） 

（３）場所 市民文化創造館（きららホール） 

→「東京 2025 デフリンピック」デフバレーボー

ル男子日本代表監督 村井貴行氏（高根台

第三小学校教諭）にデフスポーツ、デフリ

ンピックリンピックについて講演いただ

き、７４名が参加した。           

 

アンケート抜粋         そう思う        そう思わない  

 ４ ３ ２ １ 

デフスポーツ・デフリンピックの理解が深

まった 
４７人 ５人 ０人 ０人 

パラスポーツ・デフスポーツについてもっ

と知りたい（学びたい） 
４３人 ９人 ０人 ０人 
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７．パラスポーツに関する効果的な情報発信 

市ホームページの充実を図るとともに、障害者やその家族に対し、パラスポーツ

に関する事業の積極的発信の継続。（広報、ホームページ、ＳＮＳ等） 

→ボッチャ交流大会について、船橋市スポーツ推進委員協議会と連携しながら、広

報ふなばし及び市ホームページにて情報発信を行った。 

 また、障害者やその家族、学校等からのパラスポーツへの体験、講師依頼等に対

し、パラスポーツ普及のため、（一社）船橋市ユニバーサルスポーツ協会を紹介し

た。 

    

８．企業や地域との連携 

 市と連携協定を締結する企業や、千葉県立   

特別支援学校等の地域の関係機関及び団体と  

引き続き連携を行っていく。 

→令和７年９月２８日（日） 

市と包括連携協定を結ぶ「船橋東武

百貨店」と、市主催、（一社）船橋市ユ

ニバーサルスポーツ協会の協力で、ボ

ッチャ・卓球バレー・ピックルボール・

モルックの４種目のパラスポーツ体験

会を開催し、屋内屋外合わせて合計１

９２人（大人１２５人、子ども６７人）

が参加した。                  

 

○報告２ 東京２０２５デフリンピックについて 

→令和７年１１月１５日から２６日までの１２日間の日程で開催された。東京２０

２５デフリンピックは、デフリンピック１００周年の記念すべき大会で、日本では

初めての開催となり、船橋市ではデフリンピックの気運醸成のため、下記のとおり

ＰＲを進めた。 

 

１．船橋市ゆかりの選手・監督一覧を市ホームページにて公開 

 市ホームページにて情報を募り、デフサッカー女子日本代表で銀メダルを獲得し

た岩渕 亜依選手（市立三咲小学校・御滝中学校・船橋高等学校卒業）と、バレー

ボール男子の村井 貴行監督（市内在住、市立高根台第三小学校勤務）を掲載。 

 

 

 



 

6 

２．手話による応援メッセージを市ホームページにて公開 

船橋市長、船橋市教育委員会教育長、

船橋市聴覚障害者協会、デフリンピック

応援隊「汗一平・風さやか」「大番頭 

船えもん」、船橋市の若手職員による

『東京２０２５デフリンピック 手話応

援メッセージ』を制作し、市ホームペー

ジにて公開した。             

 

 

３．キャラバン活動  

東京２０２５デフリンピックの気運醸成の

取組として、全日本ろうあ連盟主体の「全国

キャラバン活動」を行い、その一環として、

令和７年１０月２１日（火）に全国を巡回し

ているデフリンピックキャラバンカーが船橋

市役所を訪れた。船橋市ゆかりの選手・監督

も駆け付け、船橋市長、船橋市教育委員会教

育長と共に記念撮影等を行った。         

 

 

４．デフリンピック応援イベントの開催  

令和７年９月２３日（火・祝）にイオンモ

ール船橋にて、手話ダンス「しゅわしゅわ☆

デフリンピック!」、参加者の挨拶、デフリン

ピックの説明、アスリート OB の応援エール

などを行い、千葉県内では、唯一船橋市で開

催となった。 

 

 

５．岩渕 亜依選手に「船橋市特別功労表彰」を授与  

東京 2025 デフリンピックの女子サッカ

ーで銀メダルを獲得した岩渕亜依選手の功

績を称え、船橋市特別功労表彰を、令和７

年１２月４ 日（木）に行った。 

 



 

7 

６．デフリンピック応援隊 

東京 2025 デフリンピックを多くの

方々が応援し、大会に親しみを持って

もらえるよう、各自治体等のキャラク

ターによる「東京 2025 デフリンピッ

ク応援隊」が結成され、船橋市では汗

一平・風さやか、大番頭 船えもん

が、応援隊のメンバーとなった。 

 

○報告３ 生涯スポーツ推進計画について【別冊資料３】参照 

 

○報告４ 第２４回全国障害者スポーツ大会「わたＳＨＩＧＡ輝く障スポ」 

     千葉県代表選手の結果について【別冊資料４】参照 

 

 

 

II. 議題 

○議題１ 令和８年度事業計画（案）について 

１. パラスポーツ協議会 

（１）年間会議開催数 ３回 

（２）委員報償費予算 １３，０００円×８人×３回＝３１２，０００円  

 

２. パラスポーツ競技の体験会 

（１）目的 パラスポーツを普及・啓発するため 

（２）種目 ボッチャ等 

 （３）対象 市立小・中・船橋特別支援学校（小中学校の特別支援学級を含む）、 

総合型地域スポーツクラブ、福祉施設・事業所等 

（４）講師 パラスポーツ指導員 

（５）回数 未定 

 

３. 市が保有する物品等  

（１）体験会での使用や市民への貸出を目的とし、次の物品等を保有 

貸出施設 用具 数量 

運動公園 

ボッチャ一式 １０セット 
レク用ボッチャシート １０枚 
ゴールボール体験用鈴入りドッジボール ３０個 
競技用ゴールボール １個 
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シッティングバレーボール体験用ソフトバレーボール １００個 

公民館（中央・東部・

西部・北部・高根台） 

ボッチャ一式 各１セット 
レク用ボッチャシート 各１枚 
サウンドテーブルテニス用卓球台 
（ラケット４本、ボールを含む） 
※東部公民館のみ 

１台 

船橋アリーナ 
サウンドテーブルテニス用卓球台 
（ラケット４本、ボールを含む） 

１台 

ボッチャ一式 ２セット 
（２）購入予定の物品 

①上記物品の貸出状況等により検討 

②その他消耗品 

 

４．大会等への協力 

障害者が参加できる大会について、共催・後援等により開催の支援を行う。 

（１）パラリンソフトボール交流大会の共催 

①日程 春季・秋季に開催。年２回。 

②場所 行田運動広場 

③共催 船橋西ロータリークラブ 

（２）アンプティサッカー東日本リーグの後援 

①日程 未定。年１回。 

②場所 タカスポ（高瀬下水処理場上部運動広場） 

③主催 日本アンプティサッカー協会 

（３）ボッチャ交流大会の共催 

  ①日程 未定（６～８月にブロック大会、その後中央大会） 

  ②場所 公民館ほか 

  ③主催 船橋市スポーツ推進委員協議会 

（４）卓球バレー交流大会の共催 

  ①日程 ６月～１０月の期間で６回実施予定 

      体験会５会場と中央大会 

  ②場所 体験会：公民館講堂、中央大会：船橋アリーナ（サブアリーナ） 

  ③主催 （一社）船橋市ユニバーサルスポーツ協会 

（５）ユニバーサルスポーツ体験会の共催 

（ウォーキングフットボール、車いすバスケ等） 

  ①日程 １１月～３月 

  ②場所 船橋アリーナ 

③主催 （一社）船橋市ユニバーサルスポーツ協会 

（６）フライングディスク教室の共催 
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  ①日程 令和８年６月７日（日）に第１回開催 

以降、令和８年６月～令和９年３月の月１回（敬１０回）開催 

  ②場所 船橋夏見特別支援学校・体育館 

③主催 （一社）船橋市ユニバーサルスポーツ協会 

※事前体験会を令和８年５月２４日（日）に同場所にて実施予定 

 

５．障がい者のスポーツ大会参加の促進 

市内で実施されるスポーツ大会について、障がい者が参加しやすい運営を関係団

体に依頼していく。 

 

６．パラスポーツ指導員の養成等 

（１）初級パラスポーツ指導員講習会を受講 

①対象  船橋市スポーツ推進委員５名 

②負担金 初級パラスポーツ指導員養成講習会負担金 

（２）ふなばし市民大学校スポーツコミュニケーション学科卒業生の活用 

イベント、体験会等でスポーツボランティアとして活用。 

 

７．パラスポーツ関係のアスリート等による講演会の開催 

（１）対象 市民（障害のある方もない方も） 

（２）日程 未定（年１回） 

（３）場所 バリアフリーな施設（きららホールなど） 

 

８．パラスポーツに関する効果的な情報発信 

市ホームページの充実を図るとともに、障害者やその家族に対し、パラスポーツ

に関する事業の積極的発信の継続。（広報、ホームページ、ＳＮＳ等） 

  

９．企業や地域との連携 

市と包括連携協定を締結する企業や、千葉県立特別支援学校等の地域の関係機

関及び団体と引き続き連携を行っていく。 
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